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腐食性ガス低減
フェライトPPSコンパウンド

磁石材料

腐食性ガスの低減 加熱時に発生する腐食ガス量が従来品に比べ大幅に減少します。

PPS射出成形用ボンド磁石材料のコンパウンド設計を見直すことによって、加熱時の腐食性ガス発生量を大幅
に低減できるPPSコンパウンドを開発しました。従来品に比べ、成形時の金型へのダメージが軽減されるため、
金型の長寿命化やメンテナンス頻度の減少に繋がり、生産性向上が期待できます。

自動車用モーター・センサー部品(各種ポンプ、舵角センサーなど)
家電用モーター・センサー部品(電磁弁、検知センサーなど)

金属腐食の抑制 発生ガスによる金属表面の腐食(錆の発生)が大幅に抑制できます。
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【錆発生状態の比較】

テストピース材料:SKD-11
ガス発生条件:350℃*3hr
錆促進条件:

23℃*95%RH*24hr
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テストピース表面 (試験後)
外観 拡大表面(×10)
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【腐食性ガス発生量の比較】

2. 金属腐食の抑制1. 腐食性ガスの低減
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